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1.　本研究は，縫 糸の性質, 特に，強伸度（切断）･疲労

度・吸水に よる太さの変化などが低湿度の場合に どのよ

うな変化をするかを知 り，r縫目の強さｺ・゙r縫目 のつれ」

などへの影 響を知ることを目的としておこなった。

2.　試料 は，綿糸･ 絹糸･合繊糸 など８種 の縫糸 を用い

て,  65.50･35%  RH の硫酸デシケータ ー中に，所定 の長

さに切った縫糸をそのままのものと，オイ リングしたも

のと を入れて24 hr 放置後,万能引張試験機にて強伸度･

疲労度などの変化 を検べた。 また,  35%  RH の場合 につ

いては,各縫糸に一定 のまさつ を加え たのち,   40士1 °C

の温水にlOmin 浸し， 乾燥後 ，太さ の変化・モ ノフ ァ

イバ ーの損傷状況 を検べた。

3.　それらの結果 は,つぎ のよ うになった。す なわち，

各縫糸とも湿度の低下につれて強仲度は低下し，疲労度

は増す。し かし，予め縫糸をオイリングしておいた場合

は，低下が認められない。特に，ヤング率の 大 な る 綿

糸 ・絹糸などは,  65%  RH の場合よりも好ましい成績が

得られた。

縫 糸にまさつを加えたのち浸水し た場合には，太さの

変動 は，綿 糸＞絹糸＞合繊 糸の順 となり，湿度 の低 下に

っ れてこの傾向は顕著 となる。 また， モノフ ァイバ ーの

損傷状況は， 絹糸 の場合に 最も複雑 な形 態がみられた。


